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発達障がいを抱える人たちの心理療法に表れるイメージについて

中井 由佳子

1は じめに

発達障がいの研究は、1943年 のKanner,Lに よる詳細な子どもの事例報告によって 「早期幼児

自閉症」と命名 されたことに端を発する。その後、さまざまな変遷をへて、Wing,L(1981)に よ

って提唱された概念により、1980年 代中頃から自閉症の症状はスペク トラムをなすと考えられる

ようになる。このスペク トラムという考えは、「対人的相互交流の障害、言語的および非言語的コ

ミュニケーションの障害、想像的活動の障害」の、主要3症 状が典型的に揃 う者からそ うではな

い非定型の者までを含み、また知的に重度の遅れの者から高機能などの知的に高い者も含めて、

自閉症の症状がスペク トラムとい う連続体を形成すると捉えることである。

自閉症の診断基準について、わが国では1960年 代後半頃に、厳密な診断基準をめぐる論争が繰

り広げられた。しかし、1980年 代中頃より、自閉症が何 らかの生物学的要因によって起こる発達

障がいであると理解 され、症状は発達過程依存的にその様相を変えていくことや、社会的相互作

用の質的障がいは生涯にわたって社会的適応を妨げるという理解が定着していった。そ して、自

閉症を連続体 として捉えることの重要性が認識 されて、「現在では、自閉症 と言えば自閉症スペク

トラム障害を意味し、また広汎性発達障害と同義であると理解するのが一般的」(山上,2007)に

なっている。また、最近ではADmやLD、 高機能 自閉症、アスペルガー症候群なども含めた 「発

達障害」という用語が広がっている。

ll.問 題

1.発 達 障 が い を抱 える人 た ちの 心理 療 法

わ が国 で は1960年 代後 半頃 、遊 戯療 法 と保 護 者 へ の カ ウンセ リン グが 自閉症 を抱 え る人 た ち に

盛 ん に行 われ て い た。 しか し、 自閉症 スペ ク トラ ムの病 因論 が 、小 児 期 の精 神 疾 患 と捉 え る心 因

説 か ら一転 して 、1967年 のRutter,Mら に よ る器 質 障 害 に基 づ く認 知 言語 障害 説 が展 開す るにつ

れ て、 遊戯 療 法 よ りも行 動療 法 的 な ア プ ロー チ が主 流 とな った。 しか し、先 述 した よ うに、1980

年 代 中頃 か らの 自閉症 の症状 が生 涯 を通 じて持 続 す る とい う理 解 が定 着 す る につ れ て、 発 達特 性

を踏 ま えたTECCH(TreatmentandEducationofAutisticandrelatedCommunicationhandicapped

CHildren)な どの 治療 教 育 プ ログ ラムやSST(SocialSkillTraining)な どの心 理教 育 プ ログ ラ

ム が重 視 され る よ うに な る。 そ して この頃 よ り、遊 戯 療法 の よ うな心 理療 法 の意 義 が再 度 問 われ

は じめた。 それ は 、乳 幼 児精 神 医学 や精 神 分析 か らの 知 見 の積 み重 ね に よっ て、 母子 の愛着 形 成

が子 どもの認 知 発 達 を促 進す る こ とや 、認 知発 達 の障 が いが ア イ デ ンテ ィテ ィの発 達 へ の 障 がい
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に関わることが明らかになったこと、自閉症スペク トラムを抱える人たちの内的世界が自伝によ

って報告されてその人たちの特異な体験様式や体験 している心理的脅威の深 さが知られるように

なったことにかかわる。

近年では、脳科学の研究もすすんで、自閉症スペクトラムを抱える人たちの脳機能の特異1生が

よく知られるようになっている。そして、滝川(2007)に よる、関係発達の遅れが顕著な子ども

の大脳における成熟の遅れた部分について、大脳における成熟の遅れが関係性の発達を遅らせた

原因なのか、関係性の遅れが成熟の遅れの結果なのかはわからないとの指摘や、「脳の障害が先天

的か後天的かによって発達障害に違いはない」とい う杉山(2007)の 考えが生まれてきている。

また、十一(2006)は 、「扁桃体一辺縁系障害説」を提唱し、感情の発現や他者の感情理解、他者

の視線に対する応答などに関わる扁桃体の異変が 「成熟遅滞」であることを剖検研究により見出

し、滝川(2008)も 同様に、「精神の歩みの 『遅れ』」と述べている。こうした脳の障がいが永久

的なものではなく、社会性の障がい説が主流となるにつれて、療育の有効性が裏付けられ、心理

療法の意義 も見直されてきている。

山上(1997)は 、自閉症スペク トラムを抱える人たちへの援助 として、「"今ここでの適応"を

めざすのではなく、特異な発達障害の実態に目を注いで、調和のとれた発達を援助 し、また主体

的な体験世界に目を注ぎ、個性化の道を援助する」ことを重視している。発達障がいを抱える人

たちが、発達的な課題を抱えながらも自分の人生を主体的に生きられるように寄り添 うためには、

個性化を目指すような心理療法が大切であると筆者は思う。

2.発 達障がいを抱える人たちの内的世界

筆者が、療育教室で出会ったある自閉症スペク トラムを抱える子 どもとの体験で、印象的な出

来事がある。その子どもは、砂を手にとっては目の前でぱらぱらと落 とすことを繰 り返 していた。

行動だけを見ると、自閉症スペク トラムの主要特徴である同一性保持として片付けられるかもし

れない。しかし、悦惚 とした表情で砂を落とし続ける姿を見て、筆者には見えない何かが見えて

いるのだろうかと感 じて、同じように落 とし続けてみたり、情緒を受け取ろうとしたりした。そ

して、何か見えているのだとした ら、外の世界は豊かでもあるが怖いものでもあるのかもしれな

いと考えるようになり、内的世界をもっと共有 したいと思っていた。自伝を記した、Williams,D

(2001)は 、日本の 「自閉症実践療育セミナー」へのメッセージで、「もし自閉症者の内面世界か

ら、自閉症に希望と理解のための手がかりを求めるなら、その答えを示してくれる人たちは、あ

なたのそばにも、いるに違いありません」と述べている。

最近では、自閉症スペクトラムを抱える人たちによるこうした自伝が表 されるようにな り、そ

の人たちの生きる世界が実感を持って伝えられるようになった。その自伝への解説のなかで内山

(2004)は 、自伝から得られるものは、自閉症スペクトラムを抱える人たちの視点から語られる

自閉症スペク トラムの特性だけではなく、「もっと重要なのは自閉症の人の視点から見た『多数派』

あるいは 『定型発達』 と呼ばれる非自閉症者の行動特性である」とい う。そして、多数派の人々

は自分たちの価値観が正 しいと思っていて、その身勝手さが教育とい う名のもとに押 し付けられ

るが、そのことを疑わない愚かさと傲1曼さに気付かせてくれると伝えている。

皆藤(1998)は 、多様性の現代を 「いかに生きるのか」 とい う視座からみたとき、従来の直線
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的発達段階論の捉え直しが必要であると考える。そして、「生きる視点からみた発達観」という捉

え方を提唱し、その視点からみるときにはじめて、子どものメッセージを受け取る姿勢がもたら

されるという。この視点は、障害など当人が抱えている外的 ・内的テーマが、当人をめぐる現実

との関連のなかで、いかに変容 していくのかというテーマを体験として生きる見方であり、人生

とたましいとの問のつながりを見出すことであると述べている。

心理療法において、自閉症スペクトラムを抱える人たちの内的世界を理解 し、自分たちの価値

観を見直しながら、出会っていくことは大切だと思われる。本来心理療法は、自我や主体性を確

立した人たちを対象とした神経症モデルに依拠 し、象徴化やイメージの力を有 していることを前

提 としている。そのことから考えると、自我や主体性の育ちの弱さや、象徴化やイメージのカに

弱さを持つ自閉症スペク トラムを抱える人たちに心理療法は有効ではないのではないかという疑

問が生 じてくる。しかし、主体性や象徴化の形成そのものを心理療法の目的とすることも、心理

療法で表現された内的世界を通 して報告されている。田中(2009)は 、セラピス トが自らの主体

をぶつけることで初めて、主体なきクライエントの側に主体が立ち上がる契機を生み出すことが

できるのだとい う。また、平井(2008)は 、「象徴化能力の欠損は、関係性の障害の結果である」

という考えから、象徴化の形成を心理療法の目的とするとい う考えを述べている。

3.発 達障がいを抱える人たちの心理療法に表れるイメージ

筆者が発達障がいを抱える人たちの内的世界を共有する手がかりにしてきたのが、心理療法で

クライエントによって表されたイメージや、それにともなうセラピス トである筆者のイメージで

あった。ヒステ リー、統合失調症、境界例などは、それぞれの時代を物語るものといわれるが、

現代において、発達障がいを抱える人たちは何を伝えようとしてくれているのだろ うか。

山上(1997,1999)は 、自閉症スペク トラムを抱える子 どもたちの臨床例を検討する中で、人

格の変容の時期に元型的イメージが出やすいと述べる。元型的イメージは、Jung,C.G.に よる

と、無意識の中でも、個人の人生や経験に由来する個人的無意識の層よりも深いところにある、

時間と空間を越えた全人類の経験や蓄積された普遍的無意識という層から現れるものであり、人

間の現実の行動、成長、人格の形成など、全般にわたって影響を与えているとされる。こうした

元型的イメージの出やすさについては、個性的で複合的な意味的世界の育ちに困難を抱えている

ことが、危機にも新生にも移行 し得る自我の脱皮のような時期に、個人的イメージよりも集合的

なイメージを意識に上げやす くしているのではないかと山上は考えている。そ して、その元型的

イメージは、その人たちの人生に生命 と力を吹き込むものであり、自らの生命の根源から"命 の

水"を 汲み上げつつ進む、個性化の象徴でもあるとい う。

また、Kawai(2009)は 、PPDとADHDを 持つ子どもとの心理療法の事例をもとに、初期のJung,

C.G.に よる、意識と無意識をつなぐ第3の ものとしてのイメージの捉え方を見直し、イメージや

治療関係を通 じて、結合と分離が生じてくることの大切 さを指摘している。

これまでに述べたように、発達障がいを抱える人たちへの心理療法の意義が再度認められるよ

うになり、発達障がいを抱える人たちの心理療法のあ り方も見直されるようになってきている。

筆者は、発達障がいを抱える人たちに弱さがあると言われるイメージの視点から見直したいと思

う。次節に提示する思春期男子事例では、クライエントが表すイメージに添っていく中でクライ
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エン トのイメージは変容 していき、筆者のイメージも変容 していった。また同時に、筆者や 日常

での母親や同性の友人 との関係性も変化 した。

本稿の目的は、この事例に表れたクライエントのイメージと、それにともなうセラピス トであ

る筆者のイメージを通 して、発達障がいを抱える人たちの内的世界や、私たちに伝えてくれるメ

ッセージ、発達障がいを抱える人たちの心理療法について考えることとする。

皿.事 例経過

以下に提示するのは、初回時13歳 の男子Aの 心理療法過程である。(守秘の関係上、考察に影

響のないところは削除している。「」はAの 言葉、〈〉は筆者(Th)の 言葉。)

Aは 、日常での困ったことなどを支えてもらえることを希望した母親(Mo)の 勧めで来談した。

幼児期の運動発達は早めで、歩き始めると多動になった。対人面では、Moや 特定の他者への愛着

形成はないが、人見知 りは少 し見 られた。初語は1歳 で、言葉や指差 しでの要求はある。1歳 半

を過ぎても他者との興味の共有や社会的参照、模倣や甘えは見られなかった。1歳 で保育園入園

となるが、先生がかかりきりで、他児への関心はなかった。3歳 半健診で発達の偏 りを指摘され、

就学まで療育教室に母子で通 う。小学校では、音の敏感 さや多動が目立つ。3～6年 時に地域の

教育相談に通所。6年 生時に小児科において、心理検査や診察、Moからの生育歴聴取の結果から、

高機能自閉症の診断を受ける。中学校では、規則や先生の指示を忠実に守り、学習上で特別な配

慮の必要性はなかった。休憩中にはロッカーに頭を入れていて、他の生徒 との関わりはない。家

ではかんしゃくが激 しかった。興味のある遊びは、幼児の頃から続 くレゴの組み立てや、小学校

時代から続 くガンダムのプラモデル作りが中心だった。

初回のAは 、来室時に視線はそ らしつつ丁寧にお じぎをす る。先に1人 で部屋に入 り、 う

れ しそ うにす るがThが 入ると興味のないふ りをす る。面接の説明は、視線はそ らして身体

をそわそわさせながらもじっと聞く。 「試 し」 と遊ぶことが多 く、Thを 警戒 して試 している

感 じを受ける。外見は、年齢相応の背丈にぽっちゃ りめで、全体には年齢 より幼い印象。2

回 目。Thの 話 しかけにシャッターを下ろす感 じだが、 自分 を守 るためにつけた力のよ うに

Thは 思 う。箱庭に興味を示 し、Aを 表すような小さなライオンと馬を背中合わせに中央に、

周囲に大きなくもとゴリラ、くじら、わ し、コブラを置 く。周囲の世界が脅威に満ちて身動き

がとれない様子が伝わる 【箱庭1・ 写真1】 。退室を惜 しみ、大きく手を振って帰 る。

3回 目に別室でWISC皿 を実施。言語 性課題は姿勢が崩れて集 中力が落ちるものの、符号以

外の動作性課題 には意欲的に取 り組む。言語btlOO、 動作性117、 全検査109、 言語理解105、

知覚統合121、 注意記憶91、 処理速度100。 下位検査で算数(評 価点7)や 理解(評 価点6)

などの聴覚的な理解や記憶が落ち込む。4回 目。前回と同じライオンと馬、加 えて象 とキ リ

ンが真ん中右下に、左に前回のゴリラ、右に恐竜が出現、「科学技術で巨大化 させ られて暴

れ出した」ゴリラが木を激 しく倒 して回 り、 「ゴリラをやっつけるために来た」兵士が、戦

車とヘ リコプター、銃で倒そ うとするが、ゴリラは全 く威力を失 う様子はない。そこに現れ

た8匹 の蛇 と前回のコブラが兵士たちに攻撃を加 え、1人 の兵士がコブラに捕まる。わから

ない敵 とやみくもに戦っているよ うにもThに は見える 【箱庭2・ 写真2】 。
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【写真1・ 箱庭1】 【写真2・ 箱庭2】

見立ては、幼児期に発達年齢相応の特定の他者 との愛着や経験の共有がなく、相互関係の

とりにくさや、遊びの限定があり、現在 も、相互的な関係のとりにくさや遊びの限定は続き、

自閉症スペ ク トラムと考えられた。箱庭からは周囲のものや無意識的なものを脅威 に感 じや

すい こと、面接か らは他者への警戒や防衛が強いことが うかがわれた。面接の方針 として、

Aの 興味を持つものや内的世界に添い、侵入的にならないよ うに、遊びや情緒 を共有できる

関係性を築いてい くこととした(1/M・50分 ・有料。Aの 希望により5回 目以降は1/2W)。

次第にAは 日常の関心事を話 した り、遊びを共有 しようとする気持ちを表 した りするよう

にな り、好きなガンダムについて熱心に話す。Aの 語 りによると、ガンダムのパイロットで

ある15歳 の少年は、はじめは大人の言 うままに戦 うが、知 らない問に戦わされていたこと

に気付き、何のために戦 うのか と疑問を持つ。少年は、同性の仲間関係を築 き、母からの分

離を試みながら、本当の敵を知 り、戦いのための強 さを身につけるのに何が必要なのかを問

い続ける。そして少年 自身が認識力を拡大させることの大切 さを見つけ、少年は環境に合わ

せて柔軟に変化ができるようになる。その後、憎 しみのためではなく守る人のために戦 うこ

とに気付いた少年は、男の子 としての内的成長を遂げ、戦いのための真の強さを身につける。

その後の回では、クラスの子か ら意地悪 をされていて、「どうした らいい?そ のためにThが

いるんやっけ」 と訴える。初めて切なくて締め付 けられる情動が伝わるようになる。

10回 を超え、Thを 見て目が合 うと恥ずか しそ うに した り、Thに つ られて笑 った り、退室

渋 りが増 える。 「番長」の黒と 「生徒会長」の白のガンダムを戦わせ、次の回には、黒 と白

を組み合わせ る。影を取 り入れたよ う。その後、箱庭。左手にライオン、ヒョウ、小動物や

くじらが右向きに、右手にコブラ、8匹 の蛇が左向きに現れ る。中央に活火 山。続いて右手

に大きなさそ り、5匹 のハイエナ、大きな くもが出現。 くじらの下に水を置 く。 「火山は爆

発するかどうかわか らない。ハイエナは本当は左 に来 るべき」と1匹 左 に移すが、「裏切っ

たかも」 とす ぐに戻す 【箱庭3・ 写真3】 。戦 うものがはっきりした印象。コブラなどの蛇 と

の対峙は、現実のMoや 母親イメージからの分離の必要性を、くじらは、脅威の中から守ってくれ

るものや心の中にある治療的な部分の発見を示 し、自我境界が弱く世界の意味づけが困難なため

に混沌としていたAの 世界が分化 し、意味を持ち始めたようにThは 感 じた。

この頃日常では、Moへ の甘 えが強ま り、身体接触 を求める。かんしゃくはなくなる。一緒

に行動す る友達ができ、ロッカーに頭を入れる姿が見 られなくなる。 しかし、裏切 られるこ

ともあり、「強 くならないと」と言 う。部活や課外活動では自信 を持つよ うになる。
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20回 目以降、中学校での居心地のよさや、他の生徒 との交流の伺える話題が増 える。 「こ

こに来るといつも眠 くなる。ゆっくりしに来るんやな」 と、勉強の大変 さを語 る。毎回一つ

一つ丁寧に作 り上げることで
、男の子としての身体像を作り上げるようであったガンダムのプ

ラモデルを箱庭の左上に置き、戦車や兵士、 ミサイル と対峙。電柱が倒れ、飛行機やヘ リコ

プターが墜落。兵士や トラック、信号機が増え、ガンダムの近 くに兵士が移動。敵のガンダ

ムに盾を持たせ、戦いは激 しさを増 し、最後に右下にテン トができる。左上のガンダムが、

Thに は力強く見える 【箱庭4・ 写真4】 。37回 目は、宇宙忍者バルタン星人を出し、「なつ

か しい…」 とウル トラマンコスモスについて、Aは 以下のように語る。 コスモスは、怪獣好

きの人がウル トラマンにな り、宇宙忍者バルタン星人 を追って古代から地球に来た。 「月の

優 しさ」(防御力に優れ、相手を攻撃せずに敵のカを受け流す)と 、 「太陽の強さ」(攻 撃力

に優れる)の 二面性を持つ。怪獣 と人間の共存を願い、イ可らかの原因で暴れ出した怪獣は殺

した り傷つけた りせずに無害化 して保護する。宇宙忍者バルタン星人は、古代では人々と共

存 していた。科学者の実験で母星が滅びたため新たな居住地を求めていて、人々が他の生物

と共存できるか見定めるために地球に来た。 これらの怪獣は化学兵器では倒せない。

薄

F

[fl置
■"

勲 、

踊

【写真3・ 箱庭3】 【写真4・ 箱庭4】

43回 目以降、高校受験の話題が増える。Thに 単位制について尋ねて 「自分で授業を考え

るより、決まってるほ うがぼ くにはよさそ うだ」と普通科に決める。また、受験に向けての

面接練習を希望 して一緒に取 り組む。今後の面接継続について、初めてAの 希望を話 し合 う。

継続を希望 し、面接は 「いろいろと遊べて、困った時に相談できる場所」だ とAは 語る。

日常では、Moへ の反抗が強まる。人 との関わ りにくさに気付き始 めて 「ぼくは協調性がな

い」と言った り、学力に見合った志望校を考えたりす る。特定の友達と外出す るようになる。

51回 目。高1に 。かめを複数置き、蛇を巻きつけてやめる。中央にウル トラマン怪獣が現

れ、2匹 のかめが立ち向か う。Thは 身が引き締まる思いがして、2匹 のかめをAとThの よ

うに感 じる 【箱庭5・ 写真5】 。この頃から、Thの 好きなテ レビや音楽を予想 し、Thに 小さ

な頃か ら好きなものを聞く。学校 は 「わか らん ことだらけ。でも今のところなんとか大丈夫」

と話す。54回 目。レゴを組み立てながら 「うまくいかへんな一。どこから間違ってたんやろ」

と、 しん どさが伝わる。 しば らく沈黙の後、部活や クラスの学力が高 くて 「しん どいな。正

直やめたい」とい う。57回 目。たくさんの戦い場面ができる。ウル トラマ ンと怪獣が向かい

合 う。 「まだ戦ってる…」 と、怪獣にや られたウル トラマンを別のウル トラマンが 「助けに」
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来る 【箱庭8】 。61回 目に初 めて1人 で来室。部活(テ ニス)で 、「ダブルスでない と勝てる

気 しない。フォロー しなあかんけど気持ちを支 えて もらえる」。嫌なこともあるが 「部活 を

やるために高校に入ったし、や らな意味ない。でも、中学のおれの暗黒時代を知ってる人の

ない学校でよかった」 と話す。その後、子どもの頃に見た仮面ライダーについて 「主人公は

ライダー との出会いで本 当の 自分を見つけた。今やっとわかる」 と感情をこめて話す。

65回 目。 「怪獣がめちゃくちゃにした町をウル トラマンが助けに来」て、ウル トラマンと

宇宙忍者バルタン星人が向かい合 う 【箱庭9・ 写真6】 。倒 し合 うための戦いではないよう

にThは 感 じる。67回 目。「新キャプテンもやめた し。なんか頑張っても(暴 力沙汰が)な く

な らんかった し。 自信失 くしたんやろな。嫌気もさしたんやろな」と部活を休みたい気持 ち

も表す。そ して、「ウル トラマンティガは仲間が死んで、ずっと孤独 に戦ってた。だから仲

間は大切にしなあかんって言ってた」と話す。ティガは、滅び去った古代文明とその住人の

守護者で、新たな時代を迎えようとす る人類を守 る存在 として復活。ガンダムの1番 好きな

ところは 「戦争がなくなるよ うに一生懸命戦ってるんや…」 と話 し、「でも、なくな らへん

けどな」と表情が曇る。72回 目。「仮面ライダーはそれぞれ悩みを持 ちながら成長 していく。

龍騎は、鏡の中の怪獣(蛇)と つながらない と力を発揮できないのが面 白い。奥が深 くて子

どものとき(に 理解するの)は 難 しかったと思 う」と語る。ウル トラマンや仮面ライダーは、

古代か らのカ を借 りて、敵を殺すのではな くつながって共存 し、パワーをもらえるようにな

る。Aは 、面接でも家でのお気に入 りであるガンダムのプラモデル作 りや レゴの組み立てを

好み、全期間を通 してプラモデルや レゴを手にしなが ら語 ることが多かった。

塾 幣,

嘉 謹戴
ら噌聖

贔 蛍

罵
!三

【写真5・ 箱庭5】 【写真6・ 箱庭9】

高校では、Aは 担任の先生を慕って頼 りにす る。クラスや部活でも次第に特定の友達が出

来始め、一緒に外出するようになる。新 しく通い始めた塾では、男性の先生を慕う。

IV.考 察

1.Aの 内的世界 とメッセージ

(1)英 雄のイメージから

Aは 、戦い続ける中で、さまざまな英雄や敵のイメージの変容を通 して、内的世界を表現した。

発達障がいを抱える人たちの心理療法では、しばしば戦い続けるテーマが見られる。こうした戦

いの中で、英雄や、特に敵として表された蛇の変容はとても印象深い。
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英雄の一般的属性は、ある社会や民族や集団が困難な状況に陥った り、行き詰ったりしたとき

に超人間的な能力をもって現れて、その能力を駆使 して戦い、状況を打開して人々を救い出す と

ころにある。それらは、神話や伝説の中でその文化に属する人々のモデルになると同時に、普遍

的無意識の中に時間や空間を越えて元型的に存在 して、人の行動を規定すると考えられる。心理

療法では、困難や行き詰まった状況を打開するために、普遍的無意識の中から元型的イメージで

ある英雄が表れると思われる。Aが 表した英雄からは、戦いのための真の強さを身につけるため

に重要なことが示されていく。ガンダムからは、母からの分離を試みること、同性の仲間関係

を築 くこと、本 当の敵を知 ること、認識力を拡大 させ ること、憎 しみのためではな く守るた

めに戦 うこと、 自分 自身の影の部分を取 り入れていくこと、「性別を持った身体像を獲得する

こと」(千原,2002)で ある。そ して、 ウル トラマンや仮面ライダーか らは、古代からの贈 り

物である力を借 りて、敵を殺すのではなく共存するためにつながってパワーをもらうことである。

Aが 苦 しい戦いの中で英雄的な力をも示 して私たちに示 してくれたメッセージは、全ての人が困

難や行き詰まった状況を打開するために、大切なものだと思 う。

(2)蛇 のイメージから

心理療法で、とくに箱庭や夢、描画の中でしばしば蛇のイメージが表れる。蛇のイメージにつ

いては、多くの人たちによってとりあげられ、その象徴性の高さが示されている。筆者の臨床経

験の中では、発達障がいを抱える人たちの心理療法の中でより表れやすい実感がある。筆者が関

わった他の事例でも、蛇の印象的なイメージが表れている。初回時18歳 の女性は、対人面や知的

な面での発達課題を抱えて来室 していた。初回の箱庭で、蛇と同一のイメージである竜との戦い

を表 した。そして、影の部分を取 り入れて、竜を殺すことなく向き合 う。その後、縄文時代にま

でさかのぼって竜とつながりをもつようになると、同時に自らの身体性ともっながることとな り、

最後には竜は異世界との境界を司る門番のような守るものに変容した。

Aが 初回の箱庭で表現 した蛇のイメージを考えたときに、筆者にはまず西洋における近代 自我

の確立の過程を記したNeumann,E(1949)の 考えが浮かんできた。Neumannに よると、無意識の

なかから意識や自我が発達してくるとき、ウロボロスに代わってまず表れてくるのがグレー トマ

ザーで、世界の諸民族の神話に広く見出される地母神のイメージからとったものとしている。そ

してその後は、英雄による 「竜 との戦い」がテーマとなる。Neumannは 竜をグレー トマザーに限

定するのではなく、原両親が分離 してくるものとして捉え、母殺 しや父殺 しを重要とした。そし

てその後に変容の過程がくるとする。

そうしたイメージを保持していたときに、筆者はある夢を見た。それは、迫ってくる蛇に対 し

て対話することで、その後は道案内をしてくれるように変わるもので、蛇は亡くなった大切な人

と出会える場所に連れていってくれることもあった。この夢は蛇を殺すことなく向き合ったから

こそ、守るものとして変容したと思われた。それ以降筆者は、蛇や竜などは殺さずに出会 うこと

が大切だというイメージを持つようになった。Diec㎞ann,H(1978)は 、蛇が表れる事例から 「人

格の変容のためには、無意識からのしばしば苦痛を与える動物的な衝撃に身をさらさねばならな

い」として、「蛇をもはや敵意を抱 く破壊的な存在としてではなく、自分 自身の内部に存在する、

治癒 と助力をもたらしうる力 と可能性 として体験することを学ばなければならない」と考える。
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蛇に表されるものは、自らの身体性や自然とつなが り、対立や矛盾するものともつながるものだ

と思われた。豊田(2000,2006)は こうした女性性を 「女性的なスピリチュアリティ」と呼び、

近代以降に次第に失われてきた、深い女性の知恵 ともいえる、合理的な理性を超えた超越的な知

恵とする。それは、対立するものを結び、ファンタジーや想像力の源泉となるが、それを回復 し

ていくことが、現代に生きる女性のみならず全ての人が本当の自信を持つために大切なことであ

ると述べる。また、山口(2009)も 女性にとっては、「母を殺 さぬ出会い方」を考える必要があり、

日本においては西洋 とは異なった独自のテーマが見られるとい う。

Hillman,J(1972)が 、アニマが男性の無意識に限定されるものではなく、西洋文化全体の無

意識部分を人格化したものというように、西洋人の意識や 自我発達には 「竜などの母殺 し」が重

要とされたり、またキリス ト教によって竜が悪 とされたりしたことで、蛇に表わされる女性性の

ようなものが切 り捨てられてきたように思 う。 日本における蛇信仰の起源(吉 野,1979)や 、女

神の起源(吉 田,1995)は 縄文時代とされるが、Aが 古代にまでさかのぼったあとに、蛇とっな

がりを持つようになったことは印象的である。 日本だけでなく他の国々でも、蛇は古代人の信仰

の対象であった。吉野(1979,1982,1989)は 、古代の日本人にとって、あの世の主は 「宇宙蛇」

であり、その分身がこの世のさまざまな蛇に姿を変えていたとする。そしてそれらの蛇は、「祖霊

としての蛇」や、「蛇 とみなされる木々、山々、家屋など」、「仮に人間の姿をとった蛇」に分けら

れる。人間は元来蛇であり、「宇宙蛇」である主があの世から来て、あの世に戻る。誕生は蛇から

人へ、死は人から蛇への変身である。また、田中(2000)は 、吉野(1982)に よる蛇信仰の背景

にある日本人の死生観に添いつつ、それと同様の論理が、Jungが示した四位一体の論理と類似し、

そ うした論理が、グノーシス主義や錬金術、さらにはJungの 心理学そのものの背後に存在してい

たのではないかと論考する。 この四位一体とは、キリス ト教によって排除された悪や女性性など

も含むものであり、吉野や田中の述べている蛇のイメージは、Aの 表現した宇宙や異界、あの世

を含み、敵などの悪や女性性 も含む両性具有的なイメージに近い。

Aの 示してくれたメッセージからは、蛇のようなものとっながることが、自らの身体性や 自然

とっなが り、対立や矛盾するものともつながるために大切だと思われた。それは、現実の誰かに

投影するのではなく、自分で引き受けて肯定的な面を見出すことでもあると考えられた。

2.発 達障がいを抱える人たちの心理療法に表れるイメージ

蛇のようなものを殺すのではなくつながることが大切であるというイメージを持ちつつ、Aと

出会いながら、Aが 蛇を殺さないですむにはどうしたらいいのかと思いを巡 らせていた。そのと

き、異類婚姻諦である 『蛇女房』とい う昔話から筆者にあるイメージが浮かんだ。話のあらす じ

は次の通 りである。1)男 が蛇を助ける。2)女 が訪ねてきて妻になる。3)子 どもを産むとこ

ろを覗いてはならないと言って産屋に入る。4)夫 が覗 くと妻は蛇になっている。5)正 体を見

られた妻は、子どもを育てるための自分の目玉を与えて去る。6)目 玉がなくなって子どもの養

育に困った男は、妻に会いに行き、妻はもう一つの目玉を与える。その後7)は 分かれるが、盲

目になった妻が夫と子 どもの無事を知らせるための鐘をついてほしいと頼む、または子どもに与

えた目玉を盗んだものに、復讐 して洪水か地震を起こす。筆者に浮かんだイメージは、これ以上

近くにいると子どもを呑み込んで しま うのではないか、本当はそばで成長を見続けたいけれど栄
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養だけは残 して自分から身を引こう、そして身を引いた後には、自分の身も守 りながら食べ物が

尽きないように自然を守ろうとい うものであった。

セラピス トは、クライエントとの関係でグレー トマザーのイメージを投影 される。そのグレー

トマザーには、包み込む肯定的な面と呑み込む否定的な面との両面がある。心理療法においては、

母性や女性性が重要だと一般的にはいわれるが、セラピス トはその肯定的な面だけではなく、呑

み込むような影や否定的な面もまたきちんと意識 しておかなければならないと思 う。河合(1976)

は、「萌芽としての弱い自我にとって、世界は自我を養い育てる母として映るか、あるいは出現 し

始めた自我を呑み込み、もとの混沌への逆行せ しめる恐ろしい母として映るか、両面性をもった

ものとして認められるであろう」とい う。このことは、自我や自我境界が脆弱で侵入的な関わり

をおそれる発達障がいを抱える人たちと出会っていくうえでは、より大切になるだろう。

出会い方によっては、 目玉などの栄養を与えてくれたり、洪水や地震を起こして人の命を奪っ

ったりすることもある蛇のイメージは、大いなる自然のイメージと重な り、あらゆるものを包含

した普遍的無意識のイメージでもある。普遍的無意識は、自我にとってエネルギー源であると同

時に、大きな心的エネルギーゆえに自我を破壊するように作用する。加藤(2003)は 、普遍的無

意識の脅威から自我を守る役割を個人的無意識であるとして、それの代わりに、古代人は神事や

神話、通過儀礼などの生活習慣によって守ってきたという。個人的無意識は自我にとって受け入

れられないものが抑圧 されて出来る層であるが、自我の脆弱な発達障がいを抱える人たちはこの

層が積み重なりにくく、また現代では古代人が営んできた生活習慣も捨て去 られている。常同行

動や同一性保持などの儀式的反復的行動は、こうした現代に生きる発達障がいを抱える人たちの、

心理的安定を得るための防衛機制なのかもしれない。発達障がいを抱える人たちにとってのこの

ようなお守りを容易にとるべきではないことや、普遍的無意識が洪水や地震のような脅威 となり

うることも、セラピス トは肝に銘 じておかないといけないと思 う。そ して、普遍的無意識から創

造的な力を得 られるような出会い方をつねに考えておく必要があるのではないだろ うか。

3.発 達障がいを抱える人たちの心理療法

Aが 初回と2回 目の箱庭を通 して表現 した内的世界から、筆者には、周囲の世界が脅威に満ち

て身動きがとれない様子や、わか らない敵とやみ くもに戦っている様子が感 じられた。Aは 言葉

で気持ちを伝えることがないために、家や学校ではこころの中に抱える傷つきや葛藤を理解 して

もらいにくかったが、心理療法の場ではイメージを通して筆者に教えてくれた。こうしたAと の

出会いで、発達障がいを抱える人たちの心理療法において個性化に寄 り添うセラピス トに求めら

れるのは、その人たちの内的世界を尊重 し、私たちに伝えてくれるメッセージに耳を傾けること

であり、そうして内的世界やメッセージに添っていくことで、その人たちに必要なテーマが自ず

と表れてくるように筆者は思ってきた。

Aの ように、知的に高い発達障がいを抱える人たちは、周囲からは障がいが理解 されにくく、

学力の高さから学校では普通学級に在籍することも多い。そのため周囲に合わせるように要求 さ

れたり、その人たち自身も規則や指示に忠実であるために過剰適応にな りやすい。発達障がいの

広汎性で特異性に配慮 した治療教育アプローチや心理教育プログラムなどの具体的な援助は、発

達障がいを抱える人たちの"今 ここでの適応"を 支え、守 りになっていると思われる。 しかし、
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行動など外に表れる部分だけを援助して内的世界は扱われないために、言葉で内界を語ることに

困難がある人の傷つきや葛藤は理解されにくく、主体性も育ちにくいように筆者は考えている。

特にアイデンティティ獲得が課題となる思春期や青年期には、外界 との関わりや自己が再体制化

され、内界の変化をもたらすときは心理的危機を招くこともある。「自閉症児は、自己の連続性の

基盤 となる、断片化 したものをつないで統合する力が弱く、そのことがアイデンティティ形成の

難 しさにもっながる」(山上,1999)と 言われる。高橋(2009)が 青年期の課題としてエ リクソン

のアイデンティティ確立をもとにまとめているように、自分について、まわりの仲間とたちと比

べてどのような個性をもっているかという斉一性、自己の歴史を振 り返って今を見つめるという

連続1生の二つの側面からとらえることは大切である。Aも 面接を通 して、他者と比べて自分自身

について気付き、子どもの頃からのことを振 り返ることになったと思われた。

Kast,V(1985)は 、クライエントのイメージから、セラピス トにイメージや夢、昔話が浮かぶ

ようなFordham、Mの 「同調的な逆転移」は、「被分析者の中にある感情や無意識的布置に対応 し」、

治療的に意味があるとい う。河合(1979)も 、「治療者が自分の個性や特性によって、クライエン

トを 「治す」 とい うイメージではなく、治療者 とクライエン トとに共通にconstellateさ れたも

のに対する対決を通じて、共に個性化を歩む」とい う治療的イメージをあげて逆転移の治療的有

効性について述べている。こうした逆転移について、発達障がいを抱える人たちの心理療法での

有効1生を、Alvarez,A(1992)は 指摘 している。

V.お わ りに

心理療法は一般に相互的なプロセスとしてとらえられるが、クライエントのイメージに添って

出会っていくときに、セラピス トのイメージもクライエン トの表現に少なからず影響を与える。

そのことをつねに念頭におき、セラピス トのイメージを見直 しながら、クライエントやクライエ

ントの表現するイメージに出会っていく必要がある。クライエントやセラピス トのイメージは、

発達障がいを抱える人たちの心理療法において、大切な手かが りになると筆者は思 う。
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Images Induced during Psychotherapy of Patients with Developmental 
Disoders

YUKAKO Nakai 

This paper intends to obtain deeper insight into the inner world of patients with 
developmental disorders, the messages they send to therapists, and ideal 
psychotherapy. As a step toward this objective, images induced during psychotherapy 
were used. In the case of a patient described here, images of heroes and enemies, such 
as a snake, gradually changed as both parties fought each other over a given period. In 
Western countries, it is conventionally assumed that “fighting off a dragon (snake)” by 
a hero is common in psychotherapy; on the other hand, the patient’s and therapist’s 
images suggest that a newly established relationship with the snake is important to 
associate the patient with his own corporeality and the outer natural environment. 
This unavoidably leads to involvement in conflicts and contradictions. The patient 
needs to be open with the snake to reflect his inner collective unconscious, instead of 
killing to obtain creative power. However, a mistake made in introduction of the snake 
might have adverse effects on the patient, who may view it as a threat, and on the 
therapist as the patient’s opponent. Thus the findings of this study may be of interest 
to therapists who treat patients with developmental disorders. 
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中井：発達障がいを抱える人たちの心理療法に表れるイメージについて




